
 
第４回 小学校統合検討審議会  

日 時：令和２年１０月２８日（水）                     午後２時                  場 所：役場第１会議室   
次   第   

１． 開会のことば  
２． 委員長あいさつ  
３． 議事  

（１）候補地の比較について   
（２）その他   

４． 閉会のことば 



統合校の候補地について 

          第4回小学校統合検討審議会 

                 令和２年10月２８日 
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候補地検討の主な視点 

① 

• 今の学校教育のニーズ・授業形態の
変化に沿った設計が可能であるか 

② 

• 現状の学校施設の老朽化をふまえ、
１日も早い建設が可能であるか 

③ 

• 用地が村有地等で、用地交渉に要す
る時間が短縮できるか 
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Ａ案 旧山中保育所跡地（山中小学校横） 

土地の特徴 
 

・敷地面積 

    １５，６４１㎡ 

・自然公園法 

    普通地域 

・建ぺい率 

    ５０％ 

・容積率 

    ２００％ 

・高さ制限 

    １５ｍ 



B案 山中湖中学校下（現 教員住宅・テニスコート） 

中学校 

土地の特徴 
 

・敷地面積 

   ２６，５８１㎡ 

・自然公園法 

   第２種特別地域 

・建ぺい率 

    ２０％ 

・容積率 

    ４０％ 

・高さ制限 

    １３ｍ 



C案 吉羽木材付近 

土地の特徴 
 

・敷地面積 

    ３２，５３７㎡ 

・自然公園法 

     普通地域 

・建ぺい率 

     ５０％ 

・容積率 

     ２００％ 

・高さ制限 

     １５ｍ 

 



D案 総合運動広場（旧レジャータウン跡地） 

土地の特徴 
 

・敷地面積 

    ２１，９８３㎡ 

・自然公園法 

   第２種特別地域 

・建ぺい率 

    ２０％ 

・容積率 

    ４０％ 

・高さ制限 

    １３ｍ 

 



統合校の必要面積について 
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必要教室のイメージ（３階建て ～片廊下～） 
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必要教室のイメージ（２階建て ～中廊下～） 
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必要教室のイメージ（体育館・児童館・ホール） 

10 

32

42

Ｆ２ 体育館アリーナ

Ｆ１ 多目的ホール

Ｆ１ 放課後児童館

16

21

クラブ室①

学習室①

クラブ室②

16

21

男女トイレ男女更衣室 男女シャワー

ステージ

1344㎡

672㎡

672㎡

学習室②

指導員室



統合校の敷地必要面積（文部科学省基準より ） 

  建物 敷地 合計 

校舎面積 ３，０００㎡   ３，０００㎡ 

運動場面積   ８，５００㎡ ８，５００㎡ 

体育館面積 １，５００㎡   １，５００㎡ 

放課後児童館 ８００㎡   ８００㎡ 

駐車場面積   １，０００㎡ １，０００㎡ 

計 ５，３００㎡ ９，５００㎡ １４，８００㎡ 
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必要な整備内容 
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候補地  
  

A案 B案 C案 D案 

（１）土地関係         

  ・用地購入 △ △ 〇    

  ・土地造成   〇 〇 〇 

  ・進入路 〇       

  ・バス停留所・ロータリー 〇 〇 〇 〇 

  ・駐車場 〇 △ 〇 〇 

（２）建築関係         

  ・校舎棟 〇 〇 〇 〇 

  ・体育館   △ 〇 〇 

  ・放課後児童館 〇 〇 〇 〇 

  ・仮設校舎 △       

（３）解体関係         

  ・旧校舎 〇       

  ・仮設校舎 △       

  ・旧施設   〇 〇 

          

〇＝必要       

△＝状況に応じて必要 

i条  件 



A案にした場合の 必要な施設のイメージ 
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B案にした場合の 必要な施設のイメージ 

校舎棟 
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C・D案にした場合の 必要な施設のイメージ 

校舎棟 
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１５００㎡ 
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自然公園法による建築物の許可基準 
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  普通地域 第二種特別地域 

建築面積   ２０００㎡以下 

建ぺい率 50% 20% 

容積率 200% 40% 

総施設面積率 70% 40% 

高さ制限 １５ｍ以下 １３ｍ以下 

景観 村景観計画による 村景観計画による 

土地勾配   30％以下 

セットバック 道路境から5ｍ 道路境、敷地境界から5ｍ 

開発許可 協議 協議 

自然公園法 届出 許可申請 



候補地の建築規模上限 

17 

  A案 B案 C案 D案 

自然公園法区分 普通 第二種 普通 第二種 

建ぺい率 ％ 50 20 50 20 

容積率  ％ 200 40 200 40 

総施設面積率 ％ 70 40 70 40 

敷地面積 ㎡ 15,641 26,581 32,537 21,983 

建坪上限 ㎡ 7,821 5,316 16,269 4,397 

延べ容積上限 ㎡ 31,282 10,632 65,074 8,793 

総施設面積上限 ㎡ 10,949 10,632 22,776 8,793 

高さ上限 ｍ 15 13 15 13 



候補地別の通学距離について 
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R2年度  

小中学校在籍者（365名）の 

現住所から各候補地までの距離 

距離 km A案 B案 C案 D案 

0～2.0ｋｍ 178人 102人 77人 169人 

2.0～4.0ｋｍ 75人 128人 142人 91人 

4.0～6.0ｋｍ 17人 59人 45人 17人 

6.0ｋｍ～ 95人 76人 101人 88人 
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〇各候補地の通学距離の比率  

20 通学距離 
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〇通学距離 ４ｋｍ以内と４ｋｍ以上の比率  

21 通学距離 
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災害対応について 
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土砂災害警戒地域（イエローゾーン） 
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A 

D 

B 

C 



 

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）とは 

 
• 急傾斜地の崩壊、土石流又は地すべりが発生した場合には
住民等の生命又は身体に危害が生じるおそれがあると認め
られる土地の区域で、当該区域における土砂災害を防止する
ために警戒避難体制を特に整備すべき土地の区域として政
令で定める基準に該当する区域のことをいいます。 

 

• 土砂災害警戒区域に指定されると、 

①宅地建物取引業者は、当該宅地または建物の売買等に  

あたり、警戒区域内である旨について重要事項説明を行う 

②要配慮者利用施設の管理者等は、避難確保計画を作成し、
その計画に基づいて避難訓練を実施すること 等が義務づけら
れます。                   （土砂災害防止法） 
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土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）とは 

 
• 土砂災害警戒区域のうち、急傾斜地の崩壊等が発生した場
合には建築物に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい
危害が生じるおそれがあると認められる土地の区域で、一定
の開発行為の制限及び居室を有する建築物の構造の規制を
すべき土地の区域として政令で定める基準に該当する区域の
ことをいいます。 

 

• 土砂災害特別警戒区域に指定されると、 

  ①特定の開発行為に対する許可制 

  ②建築物の構造規制 等が行われます。 

                           （土砂災害防止法） 
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富士山噴火 ３次避難ゾーン 
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A 

D 

C 

B 

２次 

３次 



３次避難ゾーンとは 

→すぐに危険にはなりませんが、火口位置に

よっては避難が必要な範囲です。公的機関か
ら出される避難情報に注意してください。 

また、避難に人の手が必要な方は早めの避難
が必要です。 

 

→溶岩が流れ続けた場合に、１日ぐらいで到達
するかもしれない範囲を示しています。 
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２次避難ゾーンとは 

→噴火しそうな時、噴火が始まった時すぐに避難が    

 必要な範囲です。 

 

→噴火した場合に下の３つのどれかに当てはまり、 

 すぐに危険になる範囲です。 

  

 ① 火口から噴出した石がたくさん落ちてくる範囲 

 ② 火砕流が発生した場合に、高温のガスが高速で届く範囲 

 ③ 溶岩が流れ始めた場合に、すぐに到達するかもしれない  

   範囲（３時間程度を想定） 
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